
 
 

特集「千葉県における救急医療の現状と将来」 

１０．C L D M A T に つ い て 
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はじめに 
 東京湾北部地震（首都直下型地震；首都圏を震源とする地震、の中でも最も被害想定の

大きい地震）や南海トラフ地震などの大規模地震、成田国際空港、巨大テーマパーク、高

速道路や鉄道での局地災害など、千葉県では特に多数の傷病者が発生するリスクが常に存

在している。 
 
災害と災害医療 
 医療上の災害とは、医療需要と供給のバランスの破綻した状態を指す。すなわち、発生

した多数の傷病者に対して、ヒト（医師、看護師、技師など）、モノ（医療資機材、薬剤、

輸血など）、時間が相対的に不足した状態を（医療上の）「災害」と呼び、その場合に最大

多数に最大の医療効果を挙げる「災害医療」が求められる。 
 
千葉県の災害医療事情と CLDMAT 
 上記の大規模地震時では、東京都や神奈川県などの他地域も同時に甚大な被害を受け、

立地的にも千葉県内に県外からの支援 DMAT が入りにくい。橋桁の落下が発生すれば陸上

からの支援はより困難となる。また、局所災害の場合には極めて迅速な医療チームの現場

派遣が求められる。 
 日本 DMAT は 4 日間の専門的な訓練を受けて千葉県内に毎年 5 チーム（1 チームは、医

師、看護師、調整員、各 1～2 人、合計 5 人で構成される）が認定される。2012 年千葉県

内の DMAT 数は 20 で、災害時の数不足が明白であったため、千葉県独自の災害医療専門

チームを養成することを目的に千葉県 DMAT（CLDMAT; Chiba limited disaster 
assistance team）が 2013 年に発足され、同年から隊員要請研修が開始された。2017 年 4
月時点で千葉県内に日本 DMAT 隊員 224 人、CLDMAT 隊員が 197 人存在している。 
 
CLDMAT 隊員養成研修・インストラクター研修・技能維持研修 
 2013 年度に初回、2014 および 2015 年度には年間 2 回の隊員養成研修を開催した。隊員

養成研修は、2 日間のコースで座学（総論、各論）、机上シミュレーション訓練（局所災害

対応、病院支援・受援）（図１）、実動訓練（無線・EMIS、救護所運営）（図２）と多岐に

渡る（表１）。CLDMAT 隊員養成研修修了者には千葉県より隊員証が授与され、後日、日

本 DMAT 養成研修（2.5 日コース）を追加受講すれば、厚生労働省の認定する日本 DMAT
隊員に認定されうる。 



 
図１ CLDMAT 隊員養成訓練（机上訓練） 
 

 
図２ CLDMAT 隊員養成訓練（救護所実践訓練） 
 



 表１ CLDMAT 隊員養成研修スケジュール 

 



 
 
 
また、日本 DMAT インストラクター、タスク、隊員および CLDMAT 隊員から本研修の

インストラクターを養成するために、2016 年度からインストラクター養成研修（表２）を

開始した。さらに、CLDMAT 隊員の技能および知識の維持と最新情報の共有を目的として、

技能維持研修（表３）を開始した。今後、CLDMAT 隊員の資格を維持するために、一定期

間内の技能維持訓練受講が必須化される予定である。 
2015 年 9 月関東・東北豪雨災害や 2016 年 3 月熊本地震の際にも千葉県から多数の日本

DMAT が現地および県内で活動を行ったが、CLDMAT 隊員は県内の病院などで後方支援

活動を行った。 
 
 
 
 
 
 
 



表２ CLDMAT インストラクター研修プログラム 

 

 
 
 
 



表３ CLDMAT 技能維持研修 

 

 
CLDMAT の今後 
 災害対応の準備活動は、決して金銭的な利益を生むものではなく、自治体や病院資金が

逼迫する中、潤沢な費用をつぎ込むことはできない。しかしながら、必ず生じる大小諸々

の災害時の人的・物的被害をより小さく留めうる極めて重要な活動である。 
 千葉県では、日本 DMAT と CLDMAT を併せて約 80 チーム保有し、技能維持および研

修を重ね、災害時に備えている。隊員養成はもとより CLDMAT に関わることで構築された、

DMAT 事務局員、千葉県職員、医療機関職員、消防職員など災害医療従事者同士の顔の見

える個々人の繋がりこそが千葉県で災害が発生した場合に最大限の効果をもたらす。災害

対応を有機的なものにしうるのは、施設や物品ではなく、そこで活動する“人”であり、

CLDMAT は今後も人材育成に主眼を置きつつ積極的な組織運営をおこなっていく。 
 
 
 
 
 
 


